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は じめ に
2006年3月 、イラクの 日刊紙、ザマーンが興味深いコラムを掲載 していた。12003年 に
は じまったイラク戦争でサッダーム ・フセイン政権が崩壊 したあとも、イラクはいぜんと
して混乱の極みにあ り、占領軍たるアメリカ軍に対する攻撃(テ ロ)や 宗派対立か らの報
復合戦が収束する気配はまったく見えなかった。コラムのタイ トルは 「ああ、 日本がわれ
われを占領 してくれたらなあ」である。
アメ リカに代わって、 日本にイラクを統治 してもらいたい、とこのコラムの筆者が本気
で考えているわけでは、むろんない。彼にとっての日本 というのは 「小 さかったころか ら
ずっと、子 ども時代の想像力の一部」であ り、「日本人はいつもグレンダイザーやキャプ














時に日本人の顔をはっきりと示 し、公式 ・非公式複数のルー トを通じて重層的に、そして
ものす ごいスピー ドでアラブ社会に溶け込んできているのである。
日本製 番 組 の進 出
日本のテ レビ番組が本格的にアラブ世界に進出するのは1980年 代以降と考えられてい
る。当日寺、アラブ諸国のテ レビでは自国産の番組だけでは足らず、欧米(と くに米)か ら







て機能 し、当初よりほとんど無抵抗 ・無批判のまま積極的に導入 されていったのである。
NHKの 「お しん」はまさにその代表であった。 日本の経済進出とともに、日本への注
目が高まるなか、欧米的価値観とアラブ ・イスラーム的価値観のあいだをっなぐもの とし




きな人気を得ていた。アラビア語では 「ヒスン(「砦」の謂)」 の名で親 しまれた 「風雲た
けし城」である。これは、ナンセンスなゲームショーで、のちに映画監督 として中東でも
有名になる北野武(ビ ー トたけし)が 出演 していたが、その当時はそれで話題になること




聞こえる)。だが、コメン トを担当した レバノン人俳優、 リヤー ド・シャッラーラの軽妙
なしゃべ りもあり、これもアラブ全域で大ヒットとする要因となった。
「お しん」にしろ 「風雲たけし城」にしろ、アラブ諸国では一種の社会現象として放映
当時から話題になったが、その影で別の動きも活発化 していた。 日本のアニメーシ ョン(以
下 日本製アニメーションはとくに断 らないかぎり 「アニメ」と略)の 浸透である。アラブ
諸国では、アニメーションは、子 どもの見るもの、つまり大人の見るものではないと考え
られていたため、当時その意味を正 しく理解する人は少なかった。
キ ャ プ テ ン ・マ ー ジ ド
1980年 代 に は 数 多 くの 日本 製 ア ニ メ が ア ラブ 世 界 に 進 出 して い た が、 な か で も特 筆 す
べ き は 「キ ャプ テ ン翼 」の ア ラ ビア 語 版 「キ ャ プ テ ン ・マ ー ジ ド」の ヒ ッ トで あ ろ う。 「キ ャ
プ テ ン翼 」 は 日本 や ア ラブ 諸 国 だ け で な く、全 世 界 で子 ど もた ち の人 気 を集 め てお り、 ア
ラブ 世 界 にお いて も数 シ リー ズ 、そ して エ ジ プ ト版 、湾 岸 版 な ど複 数 の版 が存 在 す る。 な
お 、「マ 「 ジ ド」 は ア ラ ビ ア語 で は 一般 的 な 男性 の名 前 だ が 、サ ウジ ア ラ ビア の有 名 な サ ッ
カ ー 選 手 、マ ー ジ ド ・ア ブ ダ ッ ラー の名 前 か ら取 っ た とい う説 もあ る。
現 在 で も ビデ オ 、DVD、VCD、 衛 星 放 送 、 さ らに は 多 くの キ ャ ラ ク タ ー グ ッズ な どを
通 じて 「キ ャ プテ ン ・マ ー ジ ド」 の名 は人 口に膾 炙 して お り、 ア ラ ブ世 界 で も っ とも有 名
な 日本 の キ ャ ラ ク ター の ひ とつ と考 え られ る。
た と えば 、 イ ン タ ー ネ ッ トのYouTubeで"CaptainMajid"を 検 索 す る と、 多 数 の ア
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ラビア語の ビデオがYbuTubeに ア ップロー ドされていることがわかる。子ども時代への
郷愁も含め、いまだに根強い人気 といえる。
当時の日本製アニメーションは原則的にアラブ化されたかたちで家庭内に入ってきてい
た。キャプテン翼がキャプテン ・マージ ドと改名されたのはその流れ とみていい。現在で





筆者は1980年 代後半から90年 代は じめにかけていくつかのアラブの国にある日本大使
館で文化交流の仕事に従事 していたことがある。当然、アニメも調査対象になっていたの
だが、当時の印象では、アラブ人の大人たち(親)で 、このキャプテン ・マージ ドを日本






メはテ レビを通 じてアラブの家庭のなかに深く静かに入り込んでいた。 日本のアニメの進






ちなみにY6uTubeに ア ップロー ドされた 「キャプテン ・マージ ド」のビデオに対 し、
多数のコメン トが投稿 されているが、そのコメン トを読めば、「キャプテン ・マージ ド」
を視てサッカーをはじめた等、多くの人が子 ども時代に 「キャプテン・マージ ド」にいか
に強い影響を受けていたかわかるであろう。
グ レンダ イザ ー
日本のアニメのひ とつの典型的な例は巨大メカものや戦隊 ヒー ロー ものといわれる
ジャンルである。そのなかでもアラブ世界においてはとりわけ 「グレンダイザー」の人
気が高い。2日本では同 じ作者の永井豪の手になる 「マジンガ`Z」 のほうが知られてい
るだろうが、放映されたアニメの関係 もあ り、アラブ諸国では 「グレンダイザー」のほう
がはるかに知名度は高い。似たような現象はフランスなどでも見られるとい う。
た とえば、アラビア語版wikipediaで 「グレンダイザー(ア ラビア語の正式名称は
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Mughamiratal-Fad�':Grendizer、 「宇 宙 の 冒険:グ レン ダ イ ザ ー 」)」の項 目を調 べ る と
一 目瞭 然 で あ る
。 同 項 目す べ て をA4用 紙 で 印刷 す る と、 実 に11頁 にお よぶ(2006年10
,月29日 現 在 、そ の後 も加 筆 が 行 わ れ て い る)。 これ は 同 じア ラ ビ ア語Wikipediaの 「ロボ ッ
ト」 「ア ニ メ」 「マ ンガ 」 とい った 項 目よ りも は る か に 充実 して い るの だ。 項 目執 筆 者 の 趣
味 とい っ て しま え ばそ れ まで だが 、単 に番 組 内容 だ け で な く、 ア ラブ 人 の 声優 につ い て ま
で くわ し く説 明 され て お り、 他 の アニ メ 関連 項 目 と比 較 して も明 らか に突 出 して い る。
ま た 、 ロ ン ドン発 行 ア ラ ビア 語 目刊 紙 、 シ ャル クル ア ウサ ト紙 に よれ ば 、 「グ レ ン ダ イ
ザ ー 」 は 厂日本 製 ア ニ メ の誇 り」 で あ り、 放 映 開 始 か ら30年 経 過 して も サ ウジ ア ラ ビア
で はい ぜ ん 「グ レン ダイ ザ ー 」 の ビデ オ に対 す る需 要 が 大 きい とい う。3そ して 、 「グ レン
ダ イ ザ ー 」 の フ ィギ ュア が1体3000リ ヤ ール(日 本 円で約10万 円)で 売 買 され て い る と
い うこ とを驚 き を もっ て 報 じて い る(ち な み に この 記 事 の タイ トル は 「グ レン ダイ ザ ー の
フ ィギ ュア が3000リ ヤ ー ル!」 で あ る)。
さ らに この記 事 は 興 味 深 い 事 実 を伝 えて い る。 記 事 に よ る と、 「グ レン ダ イ ザ ー は 子 ど
も以 上 に大 人 が 求 め る 唯 一 の ア ニ メ 作 品 」 だ そ うだ 。 「唯一 」 は 大 げ さで あ ろ うが 、 実 際 、
「グ レン ダイ ザ ー 」 の ビデ オ やDVDの 主 た る購 入 層 は30代 で 、全巻 い っ ぺ ん に購 入 す る、
い わ ゆ る 厂大 人 買 い」 の ケー ス が 多 い と書 かれ て い る。 つ ま り、 子 どもに 見 せ るた め で は
な く、 自分 で 見 る た め に 買 っ て い る の で あ る。 「グ レ ン ダイ ザ ー 」 の ア ラブ 諸 国 に お け る
受 容 の しか た は 「キ ャ プテ ン ・マ ー ジ ド」 の ケ ー ス とは 明 らか に 異 な っ て い る のだ 。
ア ラ ビア 語 版wikipediaで 「グ レン ダ イ ザ ー 」 の項 目が 充 実 して い る こ とは 前 述 した
とお りだ が 、 ふ しぎ な こ とに 同 じア ラ ビア語 版Wikipediaに は い ま だ に(2006年 末 段 階)
「キ ャ プ テ ン ・マ ー ジ ド」 に関 す る項 目が ない 。 これ が何 を意 味す るの か 正確 な とこ ろ は わ
か らな い が 、 「グ レン ダ イ ザ ー 」 の コ ア な視 聴 者 層 が 「キ ャプ テ ン ・マ ー ジ ド」 の そ れ よ
りも年 齢 的 に高 い こ とが 影 響 して い る こ と はま ず も っ て 間違 い な い で あ ろ う。
も うひ とつ 、 「キ ャ プテ ン ・マ ー ジ ド」 との 大 き な 違 い は 、 「グ レン ダイ ザ ー」 が 、 ア ラ
ビア 語 の 吹 き替 えで あ るが 、 か な らず し も 「ア ラ ブ化 」 され て い な い こ とで あ る。 た とえ
ば 、 「グ レ ンダ イ ザ ー 」 で は登 場 人 物 の名 前 は ダ イ ス ケ 、 コ ウジ 、 ダ ンペ イ な ど 日本 語 が
そ の ま ま 使 わ れ て い る。
一 般 に 日本 の ア ニ メ が ア ラ ブ世 界 に 導 入 され る場 合
、 「アル プ ス の少 女 ハ イ ジ 」 な ど名
作 もの を別 に す れ ば 、 ア ラ ブ化 され る傾 向 が強 か っ た が 、 現 在 で は む しろ 日本 語 の ま ま
の場 合 も珍 し くな くな っ て い る。 「グ レ ン ダイ ザ ー 」 は 初 期 の ア ニ メ作 品 と して は 稀 有 な
例 で あ る が 、 も しか した ら当時 の 日本 の経 済進 出 、 ハ イ テ クの イ メー ジ も関 係 して い るの
か も しれ な い。 日本 語 、 あ るい は 日本 ら し さを残 して お い た ほ うが 巨大 メ カ もの の リア リ
テ ィー が増 す とい う判 断 で あ る。
1980年 代 に は従 来 の 安 か ろ う悪 か ろ う とい っ た 日本 製 製 品 の イ メ ー ジは ほぼ 払 拭 され 、
高 品 質 、 高 機 能 、 ハ イ テ ク とい うプ ラ ス のイ メー ジ が ア ラ ブ諸 国 で も強 くな っ て き た。 そ
の典 型 的 な例 が 任 天 堂 の進 出 で あ る。 当時 、 ア ラ ブ諸 国 、 と くに ク ウェ ー トや サ ウジ ア ラ
ビア な ど豊 か な 湾岸 産 油 国 で は 日本 と同 じよ うに、任 天 堂 の い わ ゆ る フ ァ ミコ ン、ス ーパ ー
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ブ ル ・テ レ ビ)も 複 数 で き て お り、 ア ラ ブ 諸 国 に あ って も一 日中、 ア ニ メ漬 け も不 可 能 で
は な くな っ て い る。 現 時点 で は 日本 製 ア ニ メ 専 門 チ ャ ンネル とい うの は 存在 しな い が 、 ア
ニ メ ー シ ョ ンの 大半 が 日本 製 で 占め られ て い る とい うの は ア ラブ 諸 国 だ けの 特 殊 な 現 象 で
な い こ とは い うま で も な い。
子 ど も番 組 専 門 チ ャ ン ネ ル と して 有名 な もの にMBC3とSpacetoonと い うチ ャ ン ネ ル
が あ る。 前 者 は サ ウジ 資本 のMBC(MiddleEastBroadcastingCenter)の 子 ど も向 け 部 門
で あ り、後 者 は シ リア系 と され る。 た だ し、 両方 と も本 拠 地 を ア ラブ 首長 国連 邦 の ドバ イ
に置 い て い る。 ドバ イ に は メデ ィ ア に対 す る優 遇 措 置 の あ る ドバ イ ・メ デ ィア ・シ テ ィー
とい う特 区 が あ り、 そ の利 点 を活 用 しよ う と して い るわ け だ。
両 社 とも メ イ ン は ア ニ メー シ ョン で あ り、 そ の 多 く を 日本 製 ア ニ メ が 占め る。 表1は
Spacetoonで 放 映 され て い た ア ニ メー シ ョン の ラ イ ンナ ップ で あ るが 、 ほ とん どす べ て が
日本 製 アニ メで あ る。
ア ラ ブ 諸 国 で 人 気 の ア ニ メ
ア ラ ブ世 界 で どの よ うな 日本 製 ア ニ メが 人 気 な の か 、対 象 国 が 多 す ぎ る こ と もあ って 、
は っ き りと は わ か らな い。2006年7月1日 付 シ ャル クル ア ウ サ ト紙 は 、 サ ウ ジ 人 の 好 む
1970年 代 か ら1980年 代 の ア ニ メー シ ョン や マ ンガ の キ ャ ラ ク タ ー と して 「ア ドナ ー ン と
リー ナ ー`Adn穗waLin�(未 来 少 年 コナ ン)」、 「ハ ロー!サ ンデ ィベ ル 」、 厂(アル プ ス の
少 女)ハ イ ジ 」、 「小 公 女S稷inJ、 「シ ン ドバ ー ドの 冒険 」、 「小 さな ル ルLittleLulu」 な ど
を 挙 げ て い る。4こ の うち 「小 さ なル ル 」 だ け は ア メ リカ の 古 典 マ ンガ で あ る が 、 そ れ 以
外 は す べ て 日本 製 ア ニ メ で あ る。 しか し、 他 の湾 岸 諸 国 な らま だ し も、 この 傾 向 を政 治 ・
経 済 ・社 会 状 況 が異 な る他 国 に そ の ま ま 当 て は め る こ とは む ず か しい 。
ち な み に 、2006年12月 現 在 のMBC3の ウ ェブ ペ ー ジ で は 「遊 ☆戯 ☆ 王 」や 「デ ュ エル ・
マ ス タ ー ズ 」を売 りに して い る。 ま たSpacetoonで は 厂タ マ&フ レ ンズ 」、「ソニ ックX」 、「名
探 偵 コ ナ ン」、 厂爆 転 シ ュー ト ・ベ イ ブ レー ド」、 「ア ル プ ス の 少 女 ハ イ ジ」、 「と っ と こハ ム
太 郎 」、 「爆 走 兄弟 レ ッツ&ゴ ー!!」 な どを放 映 して い る。
も うひ とつ 、 か な らず しも総 体 的 な人 気 度 を は か る基 準 に は な りえ な い と して も、 大 き
表2
未来少年 コナン デジタルモンスター
名探偵コナン お に い さ まへ …
ドラゴンボール モ ン ス ター フ ァー ム
ONEPIECE ドンチャック物語





アラブ社会 における 日本 のアニメ
な 関 心 を もっ て い る フ ァ ンが い る とい う意 味 で 、ア ラ ビア 語 版Wikipediaで 項 目に な っ て
い るア ニ メ や マ ンガ をみ て み よ う。 筆 者 が 気 づ い た か ぎ りで は あ る が 、 項 目名 と して 立 っ
て い る 日本 の アニ メ ・マ ンガ に は表2の よ うな も の が あ る(2006年 末 段 階)。
この うち 「お にい さまへ …」 は池 田理 代 子 原 作 の い わ ゆ る少 女 マ ンガ で 、 それ 以外 は少
年 マ ンガ 、 あ るい は男 女 無 関係 の ジ ャ ンル で あ る。 ま た 「未 来 少年 コナ ン」、 「太 陽 の 王 子
ホ ル ス の大 冒 険」、 厂ドンチ ャ ック物 語 」 な どは名 作 ・教 訓 もの とい え るの に対 し、 そ の ほ
か の 作 品 は 冒 険活 劇 系 と分 類 され る。
また これ ま で紹 介 した も の以 外 で は 、シ ャル クル ア ウサ ト紙 で は 、「お ジ ャ魔 女 どれ み 」、
厂ヒカ ル の 碁 」 な どが 人 気 作 品 と して 紹 介 され て い る。5
これ らの ラ イ ン ナ ップ か らみ て ア ラ ブ な らで は 、 あ るい は 中東 な らで はの 特 色 を挙 げ る
こ とは難 しい 。 いず れ も、 日本 や 欧 米 ・ア ジ ア で も人 気 の あ る、 あ るい は、 あ った 作 品 が
多 い か らで あ る。
逆 に ア ラ ブ諸 国 以外 で は 人気 な の に 、ア ラ ブ で は あ ま り人 気 の な い 作 品 とい うの もあ る。
た とえ ば 、「ドラ え もん 」が そ れ だ 。 「ドラ え もん 」 は ア ラ ビア語 で 「ア ブ クー ル`Abq皞」
と呼 ば れ 、湾 岸 諸 国 を 中 心 に1990年 代 中 ご ろ か ら放 映 され て い た が 、新 聞 な どマ ス メデ ィ
ア で 取 り上 げ られ る こ とは な く、ア ラ ビア語 版wikipediaで もま っ た く言 及 され て い な い。
ま た ア ラ ビア 語 の イ ン ター ネ ッ ト上 で 「ドラ え も ん」 につ いて 語 られ る ケー ス も 、他 の作
品 と比 較 す る と、 そ して 「ドラ え もん 」 のア ジ ア で の人 気 を考 慮 す る と、 き わ め て少 ない
とい え るだ ろ う。
も うひ とつ 、ア ラブ 世 界 で ほ とん ど言 及 され な い が 、 それ 以 外 で は 大 ヒ ッ トを飛 ば して
い た ア ニ メ が あ る。 い わず と しれ た 「ボ ケ モ ン(ポ ケ ッ トモ ンス ター)」 で あ る。 こ の作
品 が ア ラブ 諸 国で 排 除 され て い った 経 緯 につ い て は後 述 す る。
ア ラ ビ ア 語 と し て の ア ニ メ
ア ニ メ人 気 が 高 ま る と とも に 、 ア ニ メや マ ン ガ とい う 日本語 も と くに 湾岸 諸 国 に お い て
か な り一 般 化 して き た。 ア ラ ビ ア語 版Wikipediaで も 「ア ニ メ」 お よび 「マ ンガ 」 の 項 目
が あ り、 ア ニ メ ー シ ョンや カー トゥー ン とい っ た よ り一 般 的 な 用 語 とは 明確 に 区別 して お
り、そ の特 異 性 を彼 らが き ち ん と理 解 して い る こ とが わ か る。
とは い え 、 ア ニ メ もマ ン ガ もア ラ ビア 語 と して 完 全 に確 立 した わ けで は な い こ とは 、 こ
れ らの言 葉 の 綴 りが 安 定 して い な い こ とか らも推 測 で き る。 た とえ ば、 前 者 の 場 合 、 ア ラ
ビア語 で は しば しばAnimi、Animi、Animな ど微 妙 に 異 な る し、 後 者 の 場 合 は 、M穗j竅A
M穗gh竄ﾌ ふ た つ が並 立 して い る。 これ は ア ラ ビア語 の 発 音 や 地 域 差 の 問題 で もあ り、 た
とえ ば 、 あ れ ほ ど人 気 が あ る とい っ た グ レン ダイ ザ ー で さえ、 そ の 綴 りがか な らず しも一
定 して い な い の で あ る。
しか し、 「ア ニ メ 」 とい うア ラ ビア 語 自体 は 日本 製 の ア ニ メ ー シ ョン を 指 す 言 葉 と して
ほ ぼ 定 着 して お り、 綴 りもい ず れ 統 一 され て い くで あ ろ う。 最 近 で は 、少 な く とも仮 想 空
間 上 に お い て は 「オ タ ク」 とい うア ラ ビア 語(LTt稾�)も 一 般 化 しつ つ あ り、 た とえ ば 、
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ArabOta㎞.comの よ うに 「オ タ ク」 の 名 を冠 す るサ イ トまで 登 場 して き てい る。
ア ラブ の 子 ど もた ちが 日本 製 ア ニ メ に夢 中に な る とい うの は こ こで は取 り立 て て 重 要 で
は な い 。彼 らの 大 半 は デ ィズ ニ ー も含 め 、 欧 米製 の ア ニ メー シ ョン も分 け隔 て な く視 聴 し
て い るか らだ。 問題 に な るの は 、 日本 の ア ニ メや マ ンガ に 対 す る コア の フ ァ ンの急 増 で あ
ろ う。
しか し、ア ニ メ ・フ ァン とそ うで な い もの の 差 は いぜ ん と して 大 きい 。 前 に引 用 した シ ャ
ル クル ア ウサ ト紙 の 記 事 は この ギ ャ ップ を面 白お か し く描 い て い る。6記 事 の タイ トル は
「イ ン ター ネ ッ トの ア ニ メ ・フ ォ ー ラ ム は ア ク セ ス 数 で 政 治 や 文 化 関 係 の フ ォー ラ ム に匹
敵 」 とい う。 サ ウジ ア ラ ビア西 部 の商 都 、 ジ ェ ッダ 発 の 記 事 で あ る。
こ こで い うフォ ー ラム とは 日本 で い う と こ ろの イ ン ター ネ ッ トの掲 示 板 で あ る。 掲 示 板
は200!年 以 降 、 ア ラ ビア 語 の仮 想 空 間 上 で も っ と も急 激 に発 展 して きた 形 態 で、 と りわ
け この ア ニ メ ・マ ン ガ 関連 、 そ してイ ス ラ ー ム 系(ジ ハ ー ド主 義 系)の 掲 示板 の活 動 は 活
発 で 、 この記 事 で は そ の うち の ア ニ メ ・マ ンガ 関連 サ イ トを あつ か って い る。
まず 冒頭 で 「(アラ ビア 語 の)ア ニ メ ・マ ンガ 関連 フ ォー ラ ム の数 は90近 くに な る」 と
指 摘 され て い る。 これ が 多 い の か 少 な い の か 比 較 の 対象 が な い の で は っ き りい えな い が 、
実感 と して は 妥 当 な と ころ で あ ろ う。
つ ぎ に記 者 は 、 こ う した掲 示 板 に ア クセ ス して も 日本 語 の 用 語 が 頻 繁 に使 わ れ て い るた
め 、暗 号 の よ うで 何 をい って い るか わ か ら ない とい う。記 事 中 「サ ー ヤ ン ズ は不 思 議 な人 で 、
人 間 に似 て い る が 、猿 の よ うな尻 尾 を も っ て い て 、 フ ィー ジ ー ター 星 に住 ん で い る」 とい
う文 章 が紹 介 され て い る。 一 定 年 齢 以 下 の 日本 人 で あれ ば 、 これ が 「ドラ ゴン ボ ール 」 の
こ とで 、 サー ヤ ン ズ はサ イ ヤ 人 、 フ ィー ジ ー タ ー はベ ジ ー タ で あ る こ とは 自明 で あ ろ う。
シ ャル クル ア ウサ トの よ うな ア ラ ブ世 界 全 域 を カバ ーす る クオ リテ ィーペ ーパ ー で 日本
製 ア ニ メ 関連 の記 事 が しば しば掲 載 され る よ うに な っ た こ とは 、 す で に ア ラブ 世界 で も 日
本 の ア ニ メや マ ン ガ が 、少 な く と も若 い 世 代 に お い て は根 づ い て き た こ とを示 す 。 だ が 、
こ の記 事 は 、 いぜ ん と して 熱 心 な アニ メ ・フ ァ ン(地 元 の オ タ ク層)と そ うで な い もの の
あい だ の乖 離 が小 さ くない こ とも表 わ して い る。 ま た 、 この 記 事 で は ア ニ メ の ジ ャ ー ゴ ン
の 問題 だ け が取 り上 げ られ て い る が、 実 際 に は ア ニ メ ・フ ァ ンの 日本 語 、 あ る い は 日本 文
化 へ の 関心 は しば しば濃 密 に重 な って い る。これ につ い て も あ とで触 れ な けれ ば な らな い 。




ある子 どもだけが熱狂 し、親たちは 「ボケモン」が何たるかほとんど気づいていなかった。




ア ラブ社会 にお ける 日本のアニ メ
とカ ー ド、 そ して そ の他 もろ も ろ の キ ャ ラ ク ター グ ッズ が い っぺ ん に押 し寄 せ て きた 点 で
あ る。
ア ラ ブ 諸 国 の新 聞 で は 、 当初 か ら 「ボ ケ モ ン」 に 関 す る記 事 は つ ね にそ の 経 済 的 な 側 面
とセ ッ トに な っ て い た。た と えば 、ハ ヤ ー ト紙 に よ る と、中東 最 大 とい われ る ドバ イ ・シ ョッ
ピ ン グ ・フ ェ ア に お け る2001年 の 目玉 は ボ ケ モ ン ・シ ョー で あ っ た。7
す で に この ころ に は世 界 中 で 「ボ ケ モ ン」 をめ ぐ る さま ざま な 事 件 ・事 故 が 発 生 して い
た が 、 ア ラブ 諸 国 で も遅 ま きな が ら、 「ボ ケ モ ン 」 に 関 して ネ ガ テ ィブ な報 道 や 発 言 が ぽ
ろ ぽ ろ と出 は じめ る。 ヨル ダ ン の英 字 紙 、 ス ター は 、 「ボ ケ モ ン 」 を文 化 侵 略 と結 び つ け
る よ うな記 事 を掲 載 、子 ど もへ の悪 影 響 を懸 念 した。8ま た 報 道 で は な い が 、 同年3月17
日、 サ ウジ ア ラ ビア教 育省 ウ ェ ブ サイ トの 掲 示 板 に 「ボ ケ モ ンに な りた い 」 とい う書 き 込
み が あ っ た。9こ れ は 、サ ウ ジア ラ ビ ア の 学校 の な か で子 ども た ち が 文字 どお り 「ボ ケモ ン」
まみ れ に な っ て い る状 況 を嘆 くも の で 、 外 国 で 「ボ ケ モ ン」 をめ ぐっ て 殺 人 事件 が発 生 し
て い る こ とな どを 引 き合 い に 出 しな が ら、 「ボ ケ モ ンは わ れ われ の 子 ど もた ち の知 性 を 剥
奪 し、 彼 らの理 性 を侵 略 して い る」 と し、 一 刻 も早 く 「ボ ケ モ ン(・ ゲ ー ム)」 を な くす
よ う呼 び か け て い る。
そ して 、こ の書 き込 み が 耳 に 届 い た の か 、サ ウジ ア ラ ビア の 最 高 宗 教 権威 、総 ム フテ ィー 、
ア ブ ドゥル ア ジ ー ズ ・アー ル ッシ ェイ フ を長 とす る科 学研 究 ・フ ァ トワー 恒 久委 員 会 が サ
ウ ジ ア ラ ビ ア の ア ラ ビア語 日刊 紙 ジ ャ ジ ー ラ で 、 「ボ ケ モ ン」 をハ ラー ム(イ ス ラー ム で
禁 止 さ れ る こ と)で あ る とす る フ ァ トワ ー(宗 教 的 見解)を 出 した の で あ る。lo
も ち ろん 、 「ボ ケ モ ン」 が 禁 止 され た の は サ ウジ ア ラ ビア だ け で は な い 。 ア メ リカ や イ
ギ リス 、さ らに は ア ジア 、中東 に お い て も 「ボ ケモ ン」 は しば しば禁 止 措 置 を受 けて い た 。
問 題 は サ ウ ジ ア ラ ビア の場 合 、 「ボ ケ モ ン」 禁 止 の 理 由 が 他 国 で見 られ る よ うな 教 育 上 の
理 由 で は な く、 あ くま で宗 教 的 な 、 そ して 政 治 的 な理 由 だ とい う点 で あ る。11
ア ー ル ッシ ェイ フ に よ る と、「ボ ケモ ン(・カ ー ド)」に は ギ ャ ン ブル 性 が あ る とい う。当 時 、
サ ウ ジ ア ラ ビア で は ボ ケモ ン ・カー ドは1枚2000リ ヤ ー ル か ら3000リ ヤ ール で取 引 され
て い た。 日本 円 で は1万 円程 度 で あ る。 い うま で もな く、 イ ス ラ ー ム は 宗 教 上 、賭 博 を禁
止 して い る。 い たず らに射 幸 心 を煽 る ボ ケ モ ン ・カ ー ドは賭 博 に相 当 す る とい うの だ。
第2点 は進 化 論 で あ る。 「ボ ケモ ン 」 の キ ャ ラ ク タ ー は 進 化 す る。 これ が ダー ウ ィ ン の
進 化 論 を連 想 させ る わ け だ。 イ ス ラー ム は キ リス ト教 の 一 部 と同様 、進 化論 を禁 止 してお
り、 「ボ ケ モ ン」 は この禁 忌 に抵 触 す る こ とに な る。
さ ら に ア ール ッシ ェ イ フ は 「ボ ケモ ン 」 の 宗 教 性 を 指摘 す る。 ボ ケ モ ン ・カ ー ドに は さ
ま ざ ま な マ ー ク がつ い てい て 、 そ の な か に は た とえ ば キ ャ ラ ク タ ー の エ ネ ル ギ ー を示 す 六
芒 星 が っ い て い る が 、 ア ール ッ シ ェイ フ に よれ ば 、 これ は ダ ビデ の 星 だ とい うの で あ る。
つ ま り、 「ボ ケ モ ン」 は シオ ニ ズ ム を 支 援 して い る と説 く。 ま た 、 キ リス ト教 を示 す 十 字
架 で あ る とか 、 フ リー メー ソ ン リー を 表 す 三 角 形 、 あ る い は神 道 を 示 す マ ー ク な ども あ る
由。 こ れ らは いず れ も イ ス ラー ム以 外 の 信 仰 を広 め る た め の道 具 だ とい うの だ。
この うち ボ ケ モ ン=イ ス ラエ ル の手 先 説 に つ い て は 、 す で に ア ー ル ッシ ェ イ フ以 前 か ら
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さま ざ ま な 噂 が 流 され て い た 。 た とえ ば 、 「ボ ケ モ ン」 とい うの は 日本 語 で 厂わ た し はユ
ダ ヤ 人 で あ る」 とい う意 味 だ とか 、 ピカ チ ュー は や は り 日本 語 で 「ユ ダヤ 人 にな れ 」 とい
う意 味 だ とか で あ る。 む ろ ん サ ウジ ア ラ ビアの フ ァ トワー で は これ ら俗 説 には 触 れ られ て
い な い 。 ま た イ ンタ ー ネ ッ ト上 の ア ラ ビ ア語 言 説 空 間 で も この 俗 説 が取 り上 げ られ る こ と
は 、 少 な く と も2001年 の時 点 で は ま れ で あ っ た 。 これ らは む し ろ英 語 の世 界 で の 反 ユ ダ
ヤ 的 陰 謀 論 の 枠 組 で 考 え るべ き で あ ろ う。
この フ ァ トワー で 展 開 され た 議 論 が 正 しいか ど うか は こ こで は 問 わ な い。 少 な く と も任
天 堂 は 否 定 して い る。 しか し、任 天 堂 の主 張 は一 顧 だ に され ず 、こ の フ ァ トワー に よ って 、
テ レ ビで 放 映 され て い た 「ボ ケ モ ン」 の ア ニ メ は 中止 され 、 サ ウジ ア ラ ビア を筆 頭 とす る
湾 岸 諸 国 か ら 「ボ ケ モ ン」 の カ ー ドや グ ッズ が い っ せ い に 姿 を 消 して しま った の で あ る。
そ の後 、2001年4月 に は サ ウ ジ ア ラ ビア の 首 都 、 リヤ ー ドの 小 学 生600人 以 上 が 自分 た
ち の も っ てい る 「ボ ケ モ ン」 関 連 グ ッズ を反 イ ス ラー ム と して処 刑 す る(=燃 や す)と い
う出来 事 が あ った 。12こ の 「ボ ケモ ン 」 事 件 は 、 日本 の ア ニ メ がイ ス ラ ー ム 世 界 で 受 け た
最 初 のネ ガテ ィ ブ な反 応 だ とい え るだ ろ う。
現 在 で もサ ウ ジ ア ラ ビ アや 湾 岸 諸 国 で は 「ボ ケ モ ン」 は タ ブ ー に な っ て い る。 しか し、
同 じア ラ ブ の 国 で もエ ジプ トや レバ ノ ン で は 「ボ ケモ ン 」 は禁 止 され な か っ た。 実 際 、 レ
バ ノ ン で は シー ア派 の高 位 法 学 者 、 大 ア ー ヤ ッ トゥ ッラ ー 、 ム ハ ンマ ド ・フセ イ ン ・フ ァ
ドラ ッラー が 、 「ボ ケモ ン」 は合 法 で あ る との フ ァ トワー を出 して い る し、132001年3月 以
降 も レバ ノン各 地 でア ラブ 人 の 俳 優 を使 っ て 「ボ ケ モ ン 」の着 ぐ るみ シ ョー が 上演 され て
い た。
ま た ボ ケモ ン を放 送 してい たMBCは 、 「ボ ケ モ ン」 の 放 送 を 中止 した が、 そ の後 、 厂デ
ジ モ ン(デ ジ タル ・モ ン ス タ ー)」 とい う 「ボ ケモ ン」 に似 た 番 組 の 放 送 を開 始 した。 ど
う して 「ボ ケ モ ン」 が ダ メ で 、 「デ ジ モ ン」 がOKな の か は よ くわ か らない が 、 現 在 で も
サ ウジ ア ラ ビア で は 「デ ジモ ン」 は放 送 され て い る。 「ボ ケ モ ン 」や 「デ ジモ ン 」に か ぎ
らず 、 ア ニ メ の な か に はそ の 世 界 観 、 宗 教観 、道 徳 観 で イ ス ラ ー ム と抵 触 す る もの が 少 な
くな い はず だ。 そ の な か で 「ボ ケモ ン 」だ けが なぜ 槍 玉 に 挙 が っ た の か 、 明確 な答 えは ま
だ な い。 お そ ら く 「ボ ケモ ン」 が 目立 ち す ぎた た め 、 ス ケ ー プ ゴー トにな っ た とい うの が
一 番 納 得 が い く
。 とな る と、 い つ な ん ど き他 の ア ニ メ が標 的 に な って もお か し くな い こ と
に な る。
ア ラ ビア語 イ ンタ ーネ ッ ト上 のア ニ メ関連サ イ ト
1990年 代後半以降、とくに21世 紀になってか らは、アラブ諸国のアニメはインターネッ
トとともに発展 していく。既述のとお り、数多くのアニメ関連サイ トが作られるようになっ
たのはその証左である。アラビア語のアニメ関連サイ トは大まかに二つにわけられる。ひ
とつはアニメのビデオやDVDな どの販売サイ ト、あるいは無料のダウンロー ド・サイ ト
である。後者の場合、著作権上非合法なケースがほとんどであろう。14
も うひとつは掲示板(フ ォーラム)で ある。インターネ ット上ではさまざまな言語別に、
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しかも、その議論は 日本のハイテク機器や伝統文化 といった従来型のテーマ以上に、 日
本語や 日本の流行といったより身近なテーマが中心となっているのだ。たとえば、 日本の





ときお りアラブ人同士が日本語で議論 していた りして、たいへん興味深い。実際、近年世
界中でアニメが 日本語学習の大きなインセンティブになってお り、アラブ諸国においても
同じ現象が見 られるわけだ。
アニ メ関連 フ ォー ラム のテ ーマ
また別のケースでは日本のアニメやマ ンガのアラビア語訳が行われている。たとえば、
AnimeForArabと いうサイ トでは 「ペンギン☆ブラザーズ」 という作品のアラビア語訳
が投稿 されていた。日本語のオ リジナルの作者は椎名 あゆみで、いわゆる少女マンガの
ジャンルである。2000年2月 号から200!年12月 号まで雑誌 『りぼん』に連載されている。




の公式のルー トで視聴できるか らである。紙に印刷 されたマンガは一部粗雑な海賊版を除
けば、ほとんどまったくといっていいぐらい入ってきていないはずである。つまり、「ペ
ンギン☆ブラザーズ」のアラビア語訳をつ くった人物は、アラブ諸国における公式ルー ト
以外でこの作品を知 り、入手 し、翻訳 したことになる。おそ らく著作権法には抵触 してい
るのであろうが、こうした新 しいかたちのアニメ・マンガの拡散・浸透 というのはインター
ネッ ト時代ならではである。
こうした非公式 「翻訳 もの」の製作者がどの程度 日本語ができるか どうかはわからな
い。実際、この 「ペンギン☆ブラザーズ」 もはた して 日本語から直接アラビア語に訳さ













ておそ らく口語で訳したほ うがはるかにふさわ しいはずだ。実際、アニメ関連フォーラム
でもそ うした議論が頻繁に行われてお り、非公式ルー トのアラビア語訳の多くが口語であ
るのはこうした議論を踏まえてのことである可能性も高い。





一方、インターネッ トのフォーラム、すなわち非公式ルー トでは 「萌え」系 と分類 され
る女性(少 女)の 画像が満載である。だが、裸や水着の画像はほとんどまったくといって
いいほど見 られない。これはムスリムとしての道徳的矜持ともいえるが、フォーラムのサー
バの多 くがサウジアラビアやアラブ首長国連邦などインターネ ットそのものが厳 しい検閲
下に置かれている国にあることとも関係するかもしれない。ポルノまがいの画像や ビデオ








サイ トにアップロー ドされ、フォーラムの投稿中にリンクが貼 られるのがふつ うである。
2003年 ごろから2005年 ごろにかけてアラブのアニメ ・ファンたちはよく日本の無料アッ
プローダを利用 していた。実際、インターネ ット上には日本のアップローダを利用するた
めのノウハウを記 した文書が出回っていた ぐらいである。また、アニメ・ファンが利用 し
ていたのと同じアップローダをジハー ド主義系の組織、あるいは支持者たちがジハー ド(テ
ロ)の 残虐な犯行ビデオや声明を置くのに利用 していたこともよく知 られている。ジハー
ドとアニメという相反するアラブのファイルが同じ場所に保管されていたとい う事実。両
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者に何らかの接点があったかどうかはわからないが、非常に興味深い現象であった。いず
れにせよ、こうした闇の部分については今後何 らかの対応が必要 となるかもしれない。
ア ラブ女性 とアニ メ ・マ ンガ
アラビア語のアニメ関連インターネ ット・フォーラムで特徴的なのは男女が同一の場に




どうかはわからない。あくまで自己申告である。 しかし、アニメ ・マンガ ・ファンのなか
に多 くの女性が含まれていることは間違いない。 とくに少女マンガに対する入れ込みはか
な りのもので、アラビア語でもしば しば少女マンガ(M穗j秣l-Sh琮�)と 呼ばれ、 日本
語の語感 どおり正確に理解 されている。
たとえば、アラビア語アニメ関連フォーラムの老舗、AnimesClubの マンガ ・コーナー
において2006年 末段階で一番活発な議論が展開されていたのは 厂NANA」 に関するスレッ
ドである180その時期までで投稿数は240近 く、訪問者の数 も6000近 く、他 を圧倒 している。
とはいえ、実際に投稿 しているのはコアな女性メンバー、7、8人 で、ときお り男性か ら
の冷やかしが入る。投稿の多 くはサウジアラビアやアラブ首長国連邦など湾岸諸国からで
ある。何人かはハンドル名にも 厂トキメキ」「ハチコー」19など日本語 らしき言葉を使 っ
てお り、投稿のなかにも頻繁に日本語や英語(彼 女たちが読んでいるのはおそ らく英語版
の 「NANA」 であろう)が 混在する。
「萌え」系の男性ファンの問題も重要だが、こうしたアラブの女性たちにおける日本の





































7a'Hayat,March19,2001.ハ ヤ ー ト紙 は ロ ン ド ン ・ベ イ ル ー ト発 行 の ア ラ ビ ア 語 日 刊 紙 、 シ ャ ル




11サ ウ ジ ア ラ ビ ア で 反 ボ ケ モ ン の フ ァ ト ワ ー が 発 出 さ れ た の ち 、 隣 国 カ タ ル で も 有 名 な イ ス ラ ー ム
法 学 者 、 ユ ー ス フ ・カ ラ ダ ー ウ ィ ー が 「ボ ケ モ ン 」 を ハ ラ ー ム とす る フ ァ トワ ー を 出 し て い る 。
12al-Jazira,April14,2001.
13http:〃www.ibeneljnoub.com/bayynatfiles/nacht.html(2002年10,月1目 段 階)。 フ ァ トワ ー が 出 さ
れ た の は2001年4月10日 。
14た と え ば 、http:〃www.arabiccartoons.net/な ど。
15http://www.anime4arab.com/vb/
16た と え ば 筆 者 が 発 見 し た も の に は 、al-Tariqaa'一Dhakiyali-lstikhr稻Maw穢i`a'一TahmTla'一Majj穗Tya
と い うフ ァ イ ル が あ る 。 「無 料 ア ッ プ ロ ー ダ の 賢 い 使 い か た 」 と い う よ う な 意 味 で あ る 。 こ の フ ァ
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イ ル の作 者 は 、筆 名 な どか らお そ ら くサ ウ ジ人 の ジハ ー ド主 義者 、 あ るい はそ の支 援 者 と見 られ
る。
17ア ラ ビア語 の ジ ハ ー ド系 フ ォー ラ ム(掲 示 板)で 、 た とえ ば 「グ レ ン ダイ ザ ー」 の名 が 引 用 され
た 書 き 込 み が あ っ た こ とは 興 味 深 い。2006年11月 、ル イ ス ・ア タ ー とい うハ ン ドル 名 を も つ 人
物 は 国 際 テ ロ組 織 カ ー イ ダ(ア ル カ イ ダ)を 賞 讃 す る 文 章 を 掲 示 板 に投 稿 、 そ の な か で 「ア メ リ
カ 人 一 般 大 衆 は カ ー イ ダ の こ とを グ レ ン ダイ ザ ー だ と見 な して い る」 と書 い て い る。 「(グレ ンダ
イ ザ ー は)第7発 進 口か ら滝 の裏 か ら飛 び 出 て くる 」 とい う描 写 な どは か な りの フ ァ ン と見 受 け
られ る。
18http:〃www.animesclub.com/
19「 ハ チ コー 」 は 「NANA」 の登 場 人 物 の1人 。
20ArabNews,March30,2006.
21TheDailyStar,May20,2004.
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